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序文

宗1象市は饂岡市・北九州市の中間に位置し~ 両大都市への通勤直となっており｀両政令都市の

結節都市としての様相を濃くしていますC 本市はこのような状祝のなかで｀「学ill・ 文化・m際
交流都市」としての構想実現へ向けて着実に歩みを綾けています。

本古は国道3サ線の絋幅工事に伴い｀遺跡の記録保存のため、建設省から委託を受けて実権し

た王丸消勢B遺跡の緊急発掘調査報告です。

郷象市の西部、宗像椰幅間町に近い当該遺跡の周辺は~ 四平世紀を遡る日の里濁鍮の造成時に、

弥生時代から中世にかけての集落、墳墓が調査されました。幸いなことに 4基の古墳詳と下層の

弥生時代集落遺跡が現状保存されています。当該遺跡は詐斐山の北麓丘陵に分布する古墳時代後

期，，古墳群の一支群にあた 1)ます。

今次調査では盗撼破壊を受けていますが、 5世紀代の墳墓として貴重な発掘調査となりまし

た。遺鉢の全体像については、今後の課題として取り線んでいきたいと考えています。

本害が、広く文化財の保護および学術研究の一資料として貢献することを念願するとともに．

桑掘調査に参施された方々の労苦と、ご協力いただいた関係者一阿に対し、心から感謝の意を表

する次第であります。

平成4年3月31日

宗像市教育委員会

教育長森下照消
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例言

l. 本書は、宗像市教育委員会が建設省から委託を受けた一般国道3号線宗像謳111バイバス建設

にかかる塩蔵文化財の緊急癸掘調査報告書である。

,. 発掘調査は、宗像市教育委員会が事婁主体となって行った。

3. 遺跡は。宗像市大字王丸（字清勢） 1031番地ほかに所在し、王丸清勢（おうまるすいせい）

B遺跡と呼称し．福岡県文化財番号330529とする。

.. 遺構・遺物の実瀾・写真撮影は安部裕久が行った。

s. 遺構・遺物の製団は牧野淑子が、遺物の藍哩は法泉順子・高木成子・田島圭伊子・篠原啓子
が行った。

6. 渕量は｀国土調査法第Il座標系をもちいた。

8. 本書の執筆は、第 l・2章を厖 後一、第3・4章を安郎．編集は安部が行った。

糟'"讐形

,,,/" 
.,,..,..,..,.-r 

，， ill(属讀形ill)
f. I i;; ど-1 「-<,~\
f -i I l 

>トレンチ .¥ --~ Cトレンチ

卜

ャ 入入認
卜了二］

ャ . I区ヽ,.. , ' ぷ
-,.J tc-< ベ
'<,..J 

] --一；
.) :--
） 
,_ 

¥-._V[_, 

寡1図謂査区田び遍構の名壽

！ --・・ 



本文目次
本文頁

第l章はじめに ........................................................................ l 

第2章位置と環境 ・.................................................................3 
第3章発揮調査の記録 ............................................................... 10 

第4章まと，， ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・""'"・""'....................................... IS 

挿図目次

第1図調査区及び遺構の名称

第2図事業計画図 (1/2,000) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・ 2 
第3図周辺の遺跡 (1/5,000) ...................................................... 4 

第41!1 周辺遺跡の位置図 (1/50,000) •......................................... 1 
第5図遺構配置図 (1/200) ...................................................... ， 
栴6図 SOI墳丘士層図 (1/80) ................................................... 11 

第7図 SOI主体部実測図 (1/40) •.....•..•........•....•..•..................... 13 

第8図 SOI出土遺物実韻図I(1/3) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

第9図 SOI出土遺物実測因n(l/2l .......................................... 15 

第10図 王丸清勢A・B遺跡の古墳主体部平面形の比較 (1/80) .........••. 16 

第ll図 王丸楕勢A・B遺跡の古墳主体部比較 (1/60) .•....•.••..•...•..•• 17 

図版目次

図版1 遺跡周辺の航空写真 (1/12,500)昭租53年6月撮影

図版2 1. 調査前遺跡景観（北から撮影） 2. 調査爾遺跡景観（北から撮影）

図版3 1. 調査前遺跡景観（南から撮影） 2. 調査前遺跡景観（東から撮影）

図版4 1. 調査後遺跡景観（南から撮影） 2. S01全景 （西から撮影）

図版5 1. S01奥壁 （西から撮影） 2. S01左鍔壁 （甫から撮影）

図版6 I. S01出土遺物 2. 王丸清勢A遺跡S01出土遺物

1 

！ 

•一
i
j
 



王丸清勢 B 

第1章はじめに

I. 閾査に至る経過

1991年7月3Bf.t建九北調第77号によ I)、建設省九州地力建設局北九州工単事務所から一般国

道3サ穏宗像福閏パイパス建設予定地内の埋巌文化財発揖調査についての依頼があった。

依執馳1こ隣接する宗像市大字王丸字清勢1田3番地ほかは、前年度1こ宗像市の事業として束郷駅

裏五丸線道路建設に伴い、当巾教育委員会が緊急発掘調査を実籍しており、今1il1の事業地が前記

遺跡に包含されるものと推定されるため、現地踏査を行ったが｀従前の国道工事および林馳造成

による馳形改変のため、遺跡の所在を明硫1こできなかった。しかし｀周辺の状況から表士下に遺

構"残存することが十分1こ考えられた。

これを受けて、 1991年11月28B付建九北調第130号の文書により｀建設省から文化財保護法第57

条の3第1項による埋蔵文化財発掘の通知がなされた．受理後の事前協議において遺跡の範囲1こ

ついて緊急発掘調査を実施して記錢保存することを確認した。

1991年10月28付で｀宗像市教育委員会と達設省との間で委託契約をおこない.1991年12月2

日付3宗教社発第962号で｀文化財保謙法第98条の2第 1項1こよる埋蔵文化財森掘綱査の通知を

行って、同年Ii月258から調査に着手した。同12月188には現地調査を終え、引き練き整理に取

りかかり、 1992年3月31日に事業を完了した。

2. 発掘調査の組織

発掲調査は次のとおりの組織で実施Lた，

総 括 宗像市教育委員会 教 育 長 森下照清

教育部長 中山宏基

社会教育課長 吉田繁和J

文化係長 尾山 清

庶務会計 主 事 北野隆文

焚掘講査 技 師 安部裕久

調査指導 東葎大学福岡短期大学 教 授 佐田 茂

発掘調査にあたり、雪や寒風の中での調査に参加いただいた方々や調査全般にわたって協力い

ただいた建設省九州地方建設局北九州国道工事事務所およぴ宗像市建設課担当職員の方々に対し｀

心から譜意を表する。
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王丸清勢 B 

第2章位置と環境

調査地は宗像市の西部にあり、宗像蒻福閏町との境にある許斐山（訂lm)から北へ派生する

丘陵に位置する（第4園）。この丘繋鯰一帯は、蟻質的には北崎花繭閃緑岩地帝となっており、

表土は花禍岩の風化土層である砂質11)もろい地層を形成している。

遺跡1よ繹高80m薗後の、挟い丘陵尾根線上にあり'古墳時代後JIiiの古墳群で形成される力'・

群のほとんどは国道3号織工事により消減している。

王丸清勢A遺踏とは国道3号繊1こ切られているが、立地的には別の一支群と考えられる。

遺跡の所在は宗像市大字王丸（字清勢） 1031、1033番地内にある。

遺跡周辺の地形は深い谷撼が入りこんでおり、この細い谷あいごとに小区國の水田が営まれて

いる。調査嬉周辺，，支丘陵上にも古墳群の形成が認められる。所在地と概要はつぎのとおりであ

る。

王丸清勢A遺鷲（第3図2)

王丸船差遺鼈（第3図3)

王丸長谷遺蔦（第3図4)

7基の古墳で構成され、内6基の古墳を躙査する。この支群It

2時期に分けられる。大字王丸IOI!,10<3番地に所在する。当支

詳の北鍔に 1基の古墳からなる一群があり、大字王丸10!3、1052

番趣に所在する。

3基以上の古墳で構成されている。大字王丸1124の1、3番地

に所在する。

5基以上の古墳で構成されている。大字王丸1135、ll51の1、

ll認、 ll祁のJ~3, U58の,.4、11統の2番地に所在する．

王丸高熊遺購（第3図5) 3基以上の古墳で構成されている。大字王丸U84,ll8611) I , 

ll91番蟻に所在．

王丸清勢C遺鶴（第3図6) 5基以上の古墳で構成されている。大字王丸1013、1015、1017

，，1番地に所在する。

王丸長原遺跡（第3図7) '基以上の古墳で構成されている。大字王丸暉~999の 2 、 1四

番熾1こ所在する。

いずれの遺蓄も剛北に繕長く延びる丘陵尾根線上に分布し．当遺崖と同時期の檬穴式石室を内

部主体とする古墳壽であろう。
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王丸l惰勢 B 

本遺跡の背後にある許斐山1ふ平安～戦1l1期の許斐山城（第4図19)のあったところで．大治

年11111こ宗像大宮司氏平が創築した。この城は天正ll年に大友宗麟の武将立花道雪．萬橋紹運が攻

略し、立花氏の持城となった。天正15年には豊臣秀吉の九州出兵ののちに填された。

宗像市の西部から椙閏町の東部域は．ここ20数年閏の大製宅馳造咸や国道パイバス工事などに

伴って、数多くの遺跡が破壊、消滅の倣害を受けている。かろうじて消誡をさけて調査できた遺

跡、遺構を一覧表により示しておきたい。

纂3図周辺の遺諭 (1/S、OX))

1. 王丸清勢B遺蔭 ,. 王丸清勢A遺蓄＆王丸船差遺躊 ,. 王丸長谷遺賜

5. 王丸高簾遺馳 6.王丸清勢C遣躊 7. 王力や順渭轄
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書 遺跡（遺構）名 所 在 池 調 企 の 慨 要 文鼠

1 福正寺古墳 栄1象郡福1町町＊＊福正寺1857 円培横穴式石窒勾王5 棗王4 切子王I管王2 方柱形ガラス王I丸王認耳讚？ 刀'f・I 鉄饂9 6C中 I 

2 亀山古墳 宗像Ill福I~町蒻邸 i111月後Pl墳主体1111不明全長 128ml後円1111径21m同寓Sm

3 手た波切不懃古噴 宗像郡紺閏町大字手光1135の1 円墳横穴式石室 7C 2 

4 手光古墳群 宗像郡襴,~町大字柑問・手光 1umm信1m1じ着II穴え6111II、16妻IIIUIIIヽHUiiif<Illlfiillヽ#IIt 員111m• •·" I 

北亀区古贋5石1昌嘉衡翌；碩[l"i植昂景穴武F昼屈綱厭JJ象矛綬具書屎 II it金具最預 H4ぷ厭畜厭員 nt耳暑ほか 5•6C I 

5 ""丸高平遺跡 宗像郡福111lllf:k字津丸1179の9 古墳3 軽絨鋼製経飴 6• 12c ， 
6 小竹古墳 宗像郡福1叩町小竹 円墳横穴式石室 1C 

1 且の原古墳 郷紅靡暉『大字上圃駆叩の2 円墳楕穴式石至 ,c 

8 神興隠寺 鵞偉畠菖罰＂大字律丸字 x檜●.. ,. , 寺院郎鴻朧館式古瓦越111窯系冑磁龍泉窯系青磁 8 ~12C • ， 畦町遺靡 宗像瓢栂問町字畦町 鴻櫨紺式古瓦 8-9C 5 

10 津丸五郎丸遺跡 宗像郡福1111町大字津丸字五郎丸 包含層須恵器士師器越州窯系青磁古瓦滑石石鍋滑石子持勾玉砥石銅鉄]J 鉄釘 6・-10C ， 
11 久末大颯古墳 宗像瓢福1叩町大字久末 円墳 6 

12 長尾古墳騨 宗像郁福問町大字津丸字長母 古填2菖穴式li;i覇息昌土篇畠象● 刀子俄晨石戻Ilin 批鉗 i金具般具患金具耳扇勾王小玉士玉 !ill•玉.,,王 6C 7 

13 野閏尻古墳群 球像瑯節間町大字津丸 古墳7 包含層横穴式石室須憲．器士師沿刀子龍泉窯青磁 5・6 C 7 

1< 長林古墳詳 宗像瓢福閥町大字i霞丸字艮林 古墳2 横穴式石窒 ．七師翡 SC 7 

14 赤ハゲ遺跡 宗像郡褐IIIIIJ大字久宋字赤Jヽゲ9 円墳か？ 須恵器 1 

15 飛塚古墳Ill 宗像霊柑1間町大字久末字飛嬢 古墳9横穴式石室須恵且 .t師器鉄鏃歓刀刀子歓襲石癸さ.,ス小玉土製小五石餐小王鉄製小玉メノウ4屯耳環 6C 1 

16 手光長畑遺跡 蹟瓢躙芍手蛭“碑 古墳l 中批纂,;遺構組合せ式箱式石惰鱗五輪塔火葬骨土師料陶器丸瓦 4 -5 C 14C前半 8 

17 大井大屋敷遺鰭 宗像市大字＊井1489-1 住屈跡 .t師器青磁 !2C ， 
18 村山田高江遺跡 旅像市大字付Iii出字砧江742の磁 古墳3 横穴式石筵銅釧耳環鉄鏃鉄刀刀子士製九玉須恵苔土師器 ,c ， 
19 許蟄山械 宗像市大字王丸 中世ilJ城 J6C JO 

"' 野坂一町間遣跡 宗像市大字野坂字-・町闘2218他 碑鰭9堀立柱建物1弥生土器須恵器土師Ill誓鉄鏃紡羞庫投弾土製模造饒石録石包丁石斧砥石
弥生4"~6 C ， 

21 大穂町原遣篇 宗像市大字大穂町27811! 古墳3堀立柱達物須恵料土船岱鉄饗釣ii馬鈴金綱冠？圭顕大刀雲珠杏業鉄鰤刀子勾玉耳環玉 6 C·~ 

泣 大穂町町口遺跡 宗像市大字大徳町130他 古墳5 須恵嬰土廊器馬鈴鉄刀飲鏃刀子勾玉耳環玉彎鉄斧 6 c11い後半 ll 

" 王丸河瓢遺縛
宗像市大字王九郎他 住届馳JO 須恵器土師器滑ら正有孔Pl璧滑石製臼玉 古項初,c ， 

" 光岡草湯遺跡
京像,ff:/:字光1111邸,,,,他 古墳l ±塘嘉"弥生土罷訣刀飲鏃 知le.中期古墳 12 
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25 東蠣登り立遺跡 宗像出大字鼠絹叙認,.,,_幽紐龍 住居跡石董土槙墓弥生土醤 弥生後期 13 

26 東郷高塚遺跡 宗像市大字稟蠍涵 701-703709 貯蔵穴前方後円墳円墳3 火葬土蠣粘土榔弥生土饂石包T 須恵器土繭爵勾玉管玉鉄剣鉄）J飲矛 " 
27 スベットウ古墳 宗像市大字[Bftl字中尾640II! 薗方援円墳横穴式石蛍須恵器土暉僻弥生土醤桂甲紋具刀子鉄鏃冠ガラス玉土鐘 ,c 13 

沈 東螂2サ墳 宗像市大字1!l煎字石野屈322 円墳横穴式石露須恵監鉄刀 13 

四 箪霙7サ墳 床像市大字田購字黒田155---Z 円墳箱式石棺？ 13 

30 東郷•サ噴 宗像市大字田1111字五行226-211! 円墳横穴式石露 13 

31 田熊中尾遣跡 宗像市大字田煎字中尾... 包含層弥生土稲 弥生前ー中 13 

32 EEi熊上.1畑遺闘 宗像市大キ出熊キ上J畑<00--m住跡包含層火葬土懺高麗青磁弥生土辟土製品 弥生中ほか 13 

33 久厭遺跡 宗像市大字久原388儘 土111i墓 1 貯巌穴18 甕棺墓5 弥生土器石包T 銅鋼鋼矛石釧石鏃 弥生蔚～中 15 

寧碑墓3碍刊饂9住鴎l須蒻土蝙鏡鐙馬鈴辻金具鉄葦鉄刀雲鼻鉄蠍勾王管玉"か 4-7C 

土饗墓3 編立柱蘊物l 大溝土闘器瓦器石鍋陶磁器鑢 12~13C 

34 大井三倉遺瞼 宗像市大字大井272憐 9層Ill11,;3 illヽIfil±IIIか石畠2fl菖l!Ul"/ill[IえltHIiii石Ii員●U liU H IJJ 111耳11itヽlヽ行量IU 16 

35 久戸古墳騨 宗像市大字河東162叶畠 樟薗船証直9証檜±IIIHll雄i、K)IRl!1~ 渭皇rl式雌11filill l UI illl lJ±I U ID~l.lllJ U~-HHf f Ill* i:IID ” 
36 相原古墳欝 宗像市大字河東470伯 血墳1鵡 41(内5基現初横たt石宣須恵器土藤器耳環斬員土器鉄刀鉄鎮王＇鉄斧鍮桂甲 JJ子雲珠鉄澤 18 

37 稲元古墳騨I 宗像市大字稲元』35叶息 古墳7 横穴式石痘石葦土檀墓土纏墓竪穴式石室刀子鉄鎌鎗須恵畠土師岱 19a 

n 古墳5 横穴式石室鉄刀鉄麟土襲王須恵器 19b 

" 幡元黒巡遣餘 宗像市大字稲元1519のl他 窯跡群 A区S+u B区l+ a 須恵器me期

" 稲元久保遺跡 宗像市大字1i1元1304他 貯蔵穴5土饗墓15土檬12古墳14横穴（国群48墓道72主体）地下式横穴3柱穴孵J近世墓I 弥生蒻•中 4-1C

“ 稲元堂）裏遣跡 宗像市大字稲元1287 古墳2 石董土壕墓蔵骨器須恵昴土顧器陶磁羅 4-5C 

" 稲元日焼原遣跡 寂像市大字椛元1403のl 窯馳4 須恵器•-● B 土馬紡Iii庫 SC末-6C後半 試

42 河東大1!11遺篇 宗像市大字河ll!l邸佃 憲腑？ 土馬 21 

" 須恵須賃濾遺腑 床像市大字須恵593他 古墳13 窯鯰以績穴76 oC前半ー 1C末

“ 員え0鷹鳳員亀量菖 宗像市大字稲元1439の6他
憲融9 須恵罷● B~  6C後半～ 22 

45 植元官I裏遣郎 宗像市大字稲元IOl6他 窯鯨須恵器皿 B- ,c僅半～ 23 

•• 王丸清勢A遺跡 宗像市大字モ丸1043饒 古墳6 須恵昌土師届鉄刀刀子鉄鏃 SC末-1c 以

" 王丸清勢B遣齢 窯像市大字王丸103111! 古墳 1 土師器鉄刀 5C末ー 7C
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王丸清勢 B 

第3章発掘調査の記録

詐斐山 1211mlから北1こ派生し．王丸清勢A遺菌へと続く舌状丘陵上に位置する当調査区誡

における遺跡の現Ill.I>、北を国道3号練｀東を燿煽．西と上面を楢林によって著しく削平されて

いる。調査区域と現在の谷水田面との比高差1士` 約23mllどあり、狭長な長方形を呈している。

丘陵上には墳丘らしい高まりなどは見られず摯一見遺構の存在を疑うような観である。しかし、

落葉と腐薬土に埋もれかけた石材などが散乱していることから古墳の存在を確認することができ

た。

伐採後のJJ!lll.辿形瀾量では、平坦な丘陵尾根線上に等高線が緩やかに北へ向かって傾斜する状

況が観察される。この等高線で｀標高78.0mから78.Smのあいだの閏隔をみると饒の等高繊よ

り閏隔が広くなっており、その部位に古墳の石材が散乱している。また、著しく削平された北｀

東、西1ふ北と西は急激に降る崖面を、東は幅が2m-Smほどでおのおのlm-2mほどの段

差をもつ狭長な段々畑綸を形成している。

今回の調査は、伐採後の現地瀾量などの結果から、丘陵斜面については削平が著しいため遺構

の存在は確認できず、丘陵尾根練上を中心に調査を進めることとなった。

I. SO I 

当調査区域内で唯一の遺構（第5図）である。丘陵尾根繍上に位置し．西方向に謂□する讀穴
式石室を内郎主体とする古墳で、直径約7mほどをはかる円墳である。

環況では、古墳上部が削平され｀石材が散乱Lていることからかなり石室残存率が低いものと

推測されたが、発掘調査の結果｀石室天井と床の璽石を抜かれただけのもので、ほぼIB状に近い

形を留めているものである。

主 輪 墓襲長 墓幅 墓膿深 墓讀底長 墓濃底幅 墓遍長 墓道幅

N-83'-W 3. 伽 2.4血 l.Zlm 3.0血 2訟m 20cm Im 

第2表 SOI主体部計瀾表I

石室全長 薗庭部畏 薗庭郎幅 玄門部長 玄l"l部幅 玄室長 最大玄室幡 玄室高 楯石高

2.84m 0.25m 0.78m 0.25m 0.44m 2.34m l.OOm 1.22m 25cm 

第3表 S01主体綿計瀾表D

-10-
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1)墳 丘（第6図）

当古墳における墳丘の現況は、墳丘の上面と西

方向を植林1こ．東方向を畑地に、北方向を国道3

号線によって削平されている．しかし、丘陵尾楓

線上で南北方向に設定したトレンチによって古墳

地山藍形面を確認することができ、 llllその規模

をつかむことができた。

古墳南側設定のトレンチでは、石室の主軸緯か

ら南へ5.44mの地点を最大径とする幅2.76mの馬

踏形溝（第 I・Sllll) を確認した。この溝は、断

面逆台形を呈するもので、当古墳と丘陵南部分を

隔するものである。また、石室の主軸練から甫ヘ

2.68m地点で墳丘盛土基底面.3.14m地点で墳丘

裾をそれぞれ確認Lた。

古墳北鋼設定のトレンチでは、石室の主輪線か

ら北へ2.!l<im地点で墳丘盛士基底面を、 3.94m地

点で墳丘鋸部をそれぞれ確認した。

これらの状況から当古墳の墳丘は｀地山整形に

よって｀丘陵尾根緯に上底径5.64m、下底径7.Mm、

高さ30cmの円雛台形をつくり｀

（想定Imほど）で覆う工程で築造された円墳であ

その上面を盛士

ることがうかがえる。

2)主体部（第7図）

墳斤齋十革底画（径5.64mlのほ1●中央1こ深い墓

讀が堀り込まれ、この中に西方向へ1111口する横穴

式石室が築かれている。

長辺3.42m、鐙辺2.46mの長方形

を呈しているもので、西短辺には幅Imほどの鐙

い墓道が付誼されている。墓攘底面は、奥璧と左

墓 職
贔
更

a・這
●
●
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右瀾壁の腰石を安定Lた状態でおさめるためか墓慣底周壁を10,mほど掘り（ほめ、平面観で

「コ』字の周壁状溝をもった長方形を呈している。その法量は長辺3.04m、旭辺~22m をはかる。

また、削り出された石室床面となる台状の11¥1位の法量は、長辺2.10m、短辺0.80mをはかる。墓

墟上面から墓寝底1こいたる深さは1.27mであるが、本来の墓壕深はこれより幾分深（石室天井

下面が完全に埋没する深さを有していたものと考えられる。また、墓墳西短辺に付設された墓道

は、現況では20cmほど延びたところで削平されているが、本来の墓道畏は lmほどあり、墓道

床面は石室玄1'1部に向かって緩やかに下降するものと考えられ、玄門部掴石上面に続いている。

主軸をN-83"-WIことる単室両袖の横穴式石室である。当石室は、繭庭・玄I"!・

玄室の 3部から構成されており、現況では削庭部基底石を除くほとんどの石材、玄1'1部天井石、

玄室天井石を欠失している。古墳各部位の石材は．腰石は割石石材を横方向に立て長方形に整え

てる。腰石J:.Jliの石材は、塊石を石室内から外に向けて縦長となるように積み上げている。古墳

石 室

各部位の法量は、主輪.I:で計瀾して、全長2.以m、前庭部長0.25m, 玄I"!部長0.25m、玄室長

2.34mをはかる。幅は前庭部幅0.18m、玄門部幅o.≪m.最大玄室輻l.OOmをはかる。高さは玄

室高1.22m.袖石高50cm,梱石高25cmをはかる。古墳各謡位の構造は、以下のようである。

詞庭部は、墓壕壁と玄門部のあいだに位置し｀上部に天井石を架構しない構造である。基底と

なる腰石を左右にそれぞれ1石づつ配し、その上段1こ塊石を積み上げ玄1"1部前面と墨慣壁とのあ

いだを補蠣Lているようである。この構造は｀石室玄1"1部から繭方向にかかる上部圧を玄1"!2点

支持から 4点支持へと強化して石室の倒壊を防ぐものといえよう。

玄1"1部は、玄室の前面を構成する1"!構造である。これは．直角三角形2つと長方形の穴とによっ

て構成された台形状の正面観を呈している。このI"!の基底となる霰石は柱状の石材を左右にそれ

ぞれ 1石づつ配し｀石室高の中ほどまでの玄門部を形成している。その上段いと主軸方向に直

交する石づかいで塊石を積み上げ玄門上部を形成しているが、この石積みは玄室霞璧から一連の

壁体を構成している。また、この玄門部袖石聞には、主輪方向に直交する石づかいで1石の塊石

を置き、石室の内外を仕切る欄みを構成している。この石により、墓道底面と玄室床面とのあい

だに 1段の段差をもうけている。

玄室は平面形が長方形プランを呈しており、奥壁に 1石、左霞壁に5石、右側壁に4石の腰

石を配している。この屡石1111の下部には、それぞれ人頭大から拳大の石を配して根石となし．石

室上部から各震石にかかる圧力を分散する構造を傭えている。床面には拳大の石を全面に置き敷

石となす。その上面には｀赤色顔科が塗布されている。玄室11/i面形は縦方向で長方形の箱形．横

方向で台形を呈している。奥壁の壁体は｀震石1石をもって｀玄室高のほぼ半分くらいの高さま

でを構築し、その最高点を基準として塊石を積み'"ま水乎となる面を整える。この上の構石を 3

段ほど積んでその上面に天井石を槃構する構造である。左右霞螢の壁体は、左震石で5石｀右慶

-12-
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王丸清勢 B 

石で4石とその腰石配置数がことなるものの、その基本的構成に変わりはみられない。つまり、

柵石上面と奥壁上面を結ぷ編を設定し．これを基本的に巖石で構成する。一部調整のつかないと

ころに限って塊石を積んで面を整える。つぎに、袖石上面と腰石上面を結ぶ線を餃定し，塊石を

積んでは9ミ水平となる面を藍える。この上に奥石を 3段ほど積んでその上面に天井石を架構する

構造である。

3)出土遺物

石室床面は．盗掘時の攪乱によってかなり痛んでいる状況であった。よって、遺物の出士状況

は."とんど原位置をとどめていないものと推瀾される。とくに破砕状況で出土した土師器杯は、

石呈中央よりやや奥壁よりの位置と墓道の埋土中からその蔽片が出土しており、盗掘時の攪乱の

激しさがうかがいしれる。また、鉄刀蠍片にしても．そのほとんどが検出されず、当輯告書でOO

示したものだけにとどまっている。

冒
器高 Ill 

整 胎 土

•.z.,, I外内：ヘラ研磨 IR•lilRt全言,.u.n色で.,.
＂げ・"'U-鳴訳謡り鳴甜虹膳11 1111l• 甜即鰈巽：筋馳でキJ●

第4表 SO! ill士遺物計測表I

番号

3 

直
一
知 ぼ雪

身圧

7匹•

第5表 SOI 出土遺物計測表E

~ 
雫フ

2 
Jq<:M 

纂B1111 S01出土遍鞠I(1/3) 

土暉器（第8図） 1は杯である。口径12.6四 1、

昌高6.2cmをはかる。器形は、底部から体部にかけて

球を半分に切ったように立ち上がらせ口縁邸はやや体鉱

を内彎させたところからやや外反するようにつまみあげ｀

嬬部を丸く納めている。このため口縁部と体部のあいだ

には軽い屈曲が生じている。器表の調蔓は．内外面とも

ヘラ硝磨躙菫を行っており、その調整方向は、底輝では

上下ないし左右のジグザグ運動による調蔓が籠され、体

綿から口縁綿にかけては横方向のジグザグ運動による躙
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王丸清勢 B 

竪が緒されている。その調整は全体におよび細かいT寧なものである。色調1よ｀内外面とも茶褐

色を呈している。胎土It,微粒の長石砂粒と金雲母が観察され、素地は茶褐色を呈するキメの網

かいものである。

21リ鉢の疏片である。器形は、観体が細かいため傾き、 1J径については不明であるが、ゆるや

かに内彎しながら口縁部でほほ直立し．端部を丸く納めるもので、口径は20cmを超えるもので

あろう。器表の調整は、内面で底部から口縁部に向けての方向で、時計回りに刷毛目状のエ具に

よる横ナデ調整を施している。外面は横ナデ調整を施している。

色調Iふ内外面とも黄灰褐色を呈している。胎土は、微粒の石

英砂粒と金雲母が観察され、素嬌は黄灰褐色を呈するキメの細

かいものである。この遺物は、当古墳の地山整形面の範囲から

甫側に大きくはずれた調査区清靖で出土しており．直接当古墳

の築造に1111係するものではないが、当調査区の南圃9このI玄る丘

陵上に遺構の存在をうかがわせる資料となろう．

鉄器（第9図） 3は鉄JJ片である。あまりにも細片のた

，，` 刀身の最大厚0.7cmをはかり知るのみで．刀身長、 JJ身

幅については不明である．

第4章まとめ

。

こ』
おM

葛9lill S01出土遣掬ll (½) 

当遺綜の分布する丘陵は、許斐山から北にのびる舌状丘陵のうち、王丸船差遺鰭、請年度調査

の王丸清勢A遺跡、そして王丸清勢C遺跡などの分布する丘陵（第3図）で、現在．四基ほどの

古墳が確認されているが｀東酉に走る国道3号線によって痢北に分断されるかたちとなり｀古墳

の分布も玉丸消勢A遺跡と王丸清勢c遺跡1/Jあいだにかなり1/J閏隔ができる観があった。
今回、当遺跡の調査によって｀古墳l基を確認し、古墳の分布間隔が｀丘陵地形から古墳の分

布を大きく 4区分できる。それは丘陵頂部を占める王丸清勢C遺跡の一群、丘陵基部を占める当

遺跡の一孵、丘陵枝部を占める王丸清勢A遺鷲とその北に分布する一群、そして丘陵嬬を占める

王丸船差遺跡の一群である。このうち丘陵枝部を占める一群出藷年度のii11査で、群構成を明ら

かにしている。また、今回の1111査で｀丘陵基認を占める一群を明らかにLた。

この章では、繭回、今回の調査で検出された1基の古墳を比較、検討することで、当遺跡のま

とめとしたい。なお｀この章での古墳分顛は、王丸請勢A遺籍報告によるところが大きく，各説

明を狐自に記号化したものである．
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丘陵占熾の比較（第

丘陵昆躾線上

をA類とし、丘陵斜面

3図）

をB類とする。

石室構造の比較（第

JO・11図） 古墳築造

に際して、 A類のうち．

墓壕底1こ根石構造をも

たないものを1類とし．

墓蠣底に根石構造をも

つものを［類とする。

また， B類のうち、長

方形プランのものを11

類とし、 これに付随す

る形で分布する小型の

石室を!VIIIとする。

当遺跡SO!は、 Il 
類に属し、王丸清勢A

遺跡S01と同類とな

る。そこで、この両者

を比較すると．まず、

その平面ブランでは｀

1~I1 
~
\
1
1
•
9

泣

王丸漕轡A

S02 

, 
J 
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干會清囀•
so, 
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王丸漬霧瓜
函

干•一A匹

各部の法量がほぼ同一

の値を示す。違いは．

両袖の石材幅だけである。また、その璧体構造では．棚石l:iiiカも奥壁腰石上面線を設定後、袖

石上面と奥壁腰石l:iliで水平面を整え．この上部に数段の塊石を積み天井石を架構するところや

両袖石石材の用法、両胃壁から前庭部を・一連の壁面として構築しているなど繍部にわたって近似

戴嘩 王丸渭舅A・B遍躊""珊土l<l!T面形の比載 {1/00)

している。

以上．王丸清勢A遺跡との比較．検討を試みた結果．今回調査の当遺跡S01は、その石室構

造が極めて王丸清勢A遺跡S01と近似していることが明らかとなった。また、 Ji1j古墳から111土

した遺物を検討すると王・丸清勢A遺跡S01出土品の須恵器は5世紀の第4四半期 9組とされ．当

遺跡S01111士の士緬器杯も概ねこれと同時期であることから、参考資料となる遺物が少ないた

，，，、絶対とはいえないが．概ね.5匿紀の第4四半期を当遺鷲S01の簗造年代とすることがで
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きよう．

ここで、当遺跡の分

布する丘陵の古墳群形

成をみれば、大きく丘

陵尾横線上から丘陵斜

面への動き、王丸清勢

A遺跡の場合．丘陵北

からJI!への動きがみら

れる。もし、当遺跡で

削平されている北に遺

構が存在したならば、

王丸清勢A遺跡の場合

を踏襲できるであろう。

とくに両遺跡S01の

あり方をみると｀同時

期に存在した古代家族

集団間での占地序列な

どを考えることができ

よう。

最後に、当調査にあ

た,,.参加・ご協力い
ただいた方々に感謝の

意を表すとともに、将

来、許斐山を核とした

舌状丘陵分布の古墳群

が明らかとなり、宗像

地域の古墳文化を検討

する際、当遺跡がその

一助となることを顧っ

て、この稿をおさめる。
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回版 1

遺跡周辺の航空写真 (1/12,500) 昭和団年6月撮影
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lil)版 2

I. 調査前遺跡景観（北から撮影）
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2. 調査前遺跡景観（北から撮影）
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図版 3
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'・ 調査前遺跡景観 （南から撮影）
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2. 調査前遺跡景観（賣から撮影）
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図版 4

I. 謁査後遺跡景観（南から損影）

2. so 1 全景（西から撮影）
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図版 5

1. so 1 奥壁（西から撮影）

2. SO 1 左爛墾（南から撮影）
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図版 6

2. 王丸清勢A遺跡 S01 出土遺物
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